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[ FIA 世界耐久選手権 ]  山岸  大がシルバーストーン6時間レースで３位表彰台を獲得
2016年 4月17日、イギリスのシルバーストーンサーキットでFIA世界耐久選手権の開幕戦が開催され、
LMGTE-Amクラスに参戦する山岸  大がWECシルバーストーン6時間耐久レースでクラス３位に入賞しました。

FIA世界耐久選手権に参戦するフランスのレーシングチーム ラーブル コンペティションのゼッケン50番 コルベット C7Rは、
WEC開幕戦であるシルバーストーン６時間レースでクラス３位でチェッカーを受けました。

4月16日の予選日は朝からサーキット全域に雪が降る肌寒いコンディションでした。
公式予選前には曇り空に変わりフルウェットコンディションの予選が始まりました。
ファーストアタッカーは昨年チームのエースドライバーを務めたパウロ選手。
予選時間は20分の間に2人のドライバーが出した平均タイムで争われます。
パウロ選手はグリップしにくい路面の中を慎重に周回を重ねクラストップタイムをマークしてピットイン。
ドライバーを山岸選手に交代してピットアウト。　山岸選手がアタックする時間は5分ほどしかなくぶっつけ本番の
ウェット路面で無難なアタックで予選終了。
結果はLMGTE-Proクラスの中に入るLMGTEカテゴリー13台中の7位、LMGTE-Amクラス３位でした。

決勝は朝から快晴に変わりましたが気温は8℃近辺から徐々に上がる中でスタートのセレモニーが行われ、
正午12時にローリングスタート形式で6時間耐久レースがスタート。
スタート担当のピエール選手はタイヤチョイスの影響でクラス5位まで順位を落とすも順調に周回を重ね、
スティントの予定より早めにピットイン。　給油とタイヤ交換を済ませドライバーをパウロ選手に交代しピットアウト。
パウロ選手はLMGTE-Proクラスと同等のタイムで順調に走行を重ね、スティントが終わるまでにLMGTE-Amクラスの
2番手まで追い上げてピットイン。給油、タイヤ交換とドライバーを山岸選手に交代してピットアウト。
山岸選手に交代してまもなくLMP1ポルシェとLM-GTE Amクラスのポルシェが2コーナーで接触し大クラッシュ！
フルコースイエローが出されました。
チームはイエローの間に給油するため山岸選手をピットへ呼び戻し、ロングスティントに作戦変更しました。
コース上にはマシントラブルでLMP1アウディもストップしていたため車両回収に時間がかかりましたが
車両回収が終了しレースは再開しました。
その後は順調に周回を重ねていましたが、今度はLMP1トヨタがタイヤバーストでコース上に
マシンの破片を撒き散らしたためセーフティーカーが導入されました。
このとき走行していた場所とピット戦略が外れ周回遅れになりました。
セーフティーカーがピットへ入りレース再開してから12Lap後に給油のためピットインしタイヤ交換とドライバーを
ピエール選手へ交代しピットアウト。　ピエール選手は順調な走行を重ね予定スティントをこなしてピットインし給油、
タイヤ交換しドライバーをアンカーのパウロ選手へと交代しピットアウト。
レースが残り1時間に近づいた頃からライバルの車両にトラブルが発生したため、クラス4位へと順位を挽回しました。
レース時間が残り20分を切ったときLMGTE-Amクラス 3番手を走行中のマシンがトラブルのためスローダウン。
この横を悠然とコルベット C7Rを駆るパウロ選手が走り抜けてチェッカー！ 
ノントラブル、ノーミスで走り切ったラーブル コンペティションとコルベット C7Rは総合24位、
LMGTE-Amクラス 3位 入賞を果たしました。

来週のゴールデンウィークは戦いの場所をベルギーに移し、伝統のクラシック グランプリコースである
スパ・フランコルシャンで5月7日にWEC第２戦 Spa Flancorchamp 6時間レースが開催されます。
チーム ラーブル コンペティションとコルベット C7Rは、さらに上位を目指して戦いますので
皆さま応援をどうぞよろしくお願いいたします。

＜ チームマネージャーコメント　ジャック ルコント Jack Leconte ＞
我々は昨年結果を残せなかった開幕戦で、今シーズンは表彰台からスタートします。
いつものように、チームとコルベット C7Rは完全な準備を整えてレースに挑みました。
その結果それは素晴らしいショーになりました。
ウェット路面での予選でLMGTE Proクラスの前で3番手タイムを出しました！
レースのスタートで我々は路面温度を過大評価しピエール選手は不適切なタイヤで走行することになりました。
私たちはすぐに状況を分析し最適なタイヤを用意してパオロ選手をコースへ送り出し
トラックコンディションに適応することができました。
途中様々な中断は我々のタスクを複雑にしましたが、山岸選手は非常に慎重だったし、
これらのトリッキーな条件でミスを犯しませんでした。
我々のライバルが、「チェッカーフラッグが振られるまでレースは何が起きるかわからない」という古い格言を
思い起こさせる出来事が次々と起きたシルバーストーンでした。



＜ ドライバーコメント　山岸  大  選手 ＞
僕にとってFIA世界耐久選手権のデビューレースでしたので慎重にレースウィークを過ごしました。
チームもマシンも大きなミスやトラブルもなく順調にレースウィークエンドを過ごすことができました。
そして決勝レースは運を味方につけてLMGTE-Amクラスで 3位に入賞することができました。
チームは完璧な仕事でレースウィークを通してノーミスでした。チームメイトのパウロ選手は素晴らしい速さを見せ、
ピエール選手もミスなく完璧なラップでバトンを繋いでくれました。
そして我々のマシン コルベット C7Rは予選から決勝を通してノートラブルでポテンシャルも最後まで変わらず力強く走り切りました。
素晴らしいチームワークで次戦のスパ フランコルシャン6時間レースをチームとともに強さを発揮してポイントを獲得したいと思います。
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LMP MOTORSPORT 公式 フェイスブック
https://www.facebook.com/lmpmotorsport49/

Larbre Competition   公式ホームページ
http://www.larbre-competition.com/

ドライバー 山岸　大   公式ブログ
http://ameblo.jp/gogo-yutaka/

LMP 公式応援サイト
http://motorsport2016.lmpcars.com/lmp/

LMP MOTORSPORT 公式 ブログ
http://ameblo.jp/lmp2015lemans24/

LMP MOTORSPORT 公式 ツイッター
https://twitter.com/LMP_MOTORSPORT

ニコニコ生放送 LMP公式ちゃんねる
http://live.nicovideo.jp/watch/lv250481738


